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新潟大学の教養教育改革におけるこれからの大きな問題

前学長 荒 川 正 昭

今は ど大学教育が厳しく声を大 に して 問われた こ とはなく ､ その なかで 最近また新
.

しく

脚光を浴びて い る の が､ 全学的な基盤を持 つ 教養教育であり
-■ます ｡ 平成 3 年 の大綱化以来 ､

多くの大学で は､ 恐らくそのとき置かれた状況にお い て ベ ス トと思われる方法で それぞれ

教養部改革の 方策 を選択 し､ 教養教育を どう して い くかに つ い て それなり の 工 夫をして き

たと思 い ます｡ 本学の 場合は､ 大学教育開発研 究セ ンタ ー が組織され ､ 初代吉村セ ンタ ー

長､ 現在の 小林セ ンタ ー 長を中心に ､ それぞれの 立場か ら全学的な協力を得て教養教育の

変革を進 めて きました｡

これから の 大きな問題 に つ い て ､ い く つ か述 べ たい と思 い ま す｡

一

つ は､ 私 どもが
一

体

どこ まで ハ ー ド面で 教養教育改革に対してで きるかと い う こ とで す ｡ 本当は大きな立派な

建物がで きればい い んで すが､ 国 の施策で やむなく､ 現在の教養教育の校舎を改築 して い

ます ｡ ハ
ー ド面 の改革とは､ 単に壁を塗り替えたり色 を つ けたりな どの こ とだけでなく ､

機能的な上昇でもあり ､ それも目標に する べ きだと思 い ます ｡ ハ ー ド面が少しで も向上す

る こ とを願 い ､ 大学の力を教養教育改革の方に向けるように私 もささやかながら尽力 して

きま した｡

もう 一

つ はソ フ ト面の 問題で す｡ 今の こ の体制か ら､ 全学的な体制をい かに より良く し

て い くか､ と い う問題があります｡ 今の とこ ろ全学的 に､ 学部教育の なかで は教養教育と

専門領域における基礎的な教育を､ さらに高度な教育は大学院 の 修士課程ある い は博士課

程 で ､ とい う大方 の理解 が得 られて い ます. そ の なか で､ 教養教育､ ある い は専門 の 基礎

教育がますます重要性を増 し､ それを支えるため の 人的体制づ くりが不可欠に な っ て い ま

す ｡ とこ ろが､ 人的なも の に つ い ては ､ また第 1 0 次定員削減が来て おり､ 現在 の政府方

針からしますと将来的にも厳し い ものがあります ｡

厳しい現状の もとで い ろい ろと仕組み を変更して い く上で ､

一

つ の 教科 を
一

つ の 専門学

科で まかな い きれな い ､ ある い は 一

つ の 分野を
一

つ の 学科ある い は 一

つ の 学部で まかな い

きれな い と い う問題 が生 じて きます ｡ そう い う問題を全学的に協力 して解決 して い けるか

どうかが ､ 今 一

番の 緊急の課題となります｡

教養教育だけな らい い んで すが ､ 専門教育､ さ らに高等な教育､ それ に研究と､ 先生方

の負担も非常に多くなるわけで す｡ その ために ､ 先生 方には質の高い もの をい かに効率よ

く備えるかが問われます｡

さらに私も含めた教員に問われる こ とは､ 教育に対する熱意と同時に ､ やはり教育技術 ､

ある い はまた学生 に対す る接 し方 の 改善だろうと思 い ます｡ こ こ に F D の大 きな目的もあ
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るわけです ｡ 今年度まで に本学で 開催された F D で は ､ 幸い にも大変熱心な参加者の増加

がみ られますし､ 参加で きなか っ た先生方にも各学部､ 学科で F D の 必要性がじわりと浸

透 して い る状態に達して い ます｡

私も含めた教員には､ 教養教育の改革における ハ
ー ド面 ･ ソ フ ト面め問題を念頭に 置き

ながら､ 小林セ ンタ ー 長をはじや直接担 当されて い る先生方 の 悩み を広く吸収 しながら､

教養教育が どうある べ きかに つ い て 日々新たに考え､ 改革を実施して い く
■
こ とが求められ

て い ます｡ 本学の教養教育が 一

層発展する こ とを願 っ て い ます｡

(平成 13 年 9 月 2 7 日開催 第 4 回 F D の 学長挨拶より)
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